
・鉄、亜鉛資材の土壌施用および葉面散布により、小豆、いんげんまめの両方で
増収傾向、特に小豆で大きな増収効果が示された。
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目 的

成 果

く溶性の鉄、亜鉛資材の土壌施用および水溶性の鉄、亜鉛資材の葉面散布による小豆、
いんげんまめの増収および子実の鉄、亜鉛の富化効果を明らかにする。

①鉄、亜鉛の施用による増収効果

・鉄、亜鉛資材の土壌施用および葉面散布により、小豆の子実亜鉛含有率が
高まった。また、いんげんまめでは雪手亡の子実鉄、亜鉛含有率が高まった。
また小豆、雪手亡において面積当たりの子実の鉄、亜鉛吸収量が高まった。

②鉄、亜鉛の施用による子実の鉄、亜鉛の富化効果

・亜鉛含有率はいんげんまめが小豆よりも高い傾向にあった。
・小豆品種間では、100粒重が小さいほど鉄、亜鉛含有率が高い傾向にあった。
・同一市町村の同一品種サンプルでも鉄、亜鉛含有率には差異がみられた。

③北海道内の小豆、いんげんまめ子実の鉄、亜鉛含有率の実態調査
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